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１．概要（Summary） 

本研究では、表面構造と吸湿機能を改質するために、

プロセスガスを変え、リグノセルロース系多孔質炭素ペレ

ット(LPCP)材の真空紫外線処理効果を調べた。エゾマツ

の天然木を炭化することにより作製した LPCP では、水蒸

気濃度が 40 PPB から 5ppb 未満まで減少する吸湿効果

があった。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

大気圧イオン化質量分析計（ＡＰＩ－ＭＳ） 
SEM(日立製 S-4800)  

【実験方法】 
表面構造と吸水機能を改質するために、プロセスガス

を変え、リグノセルロース系多孔質炭素ペレット(LPCP)材
の真空紫外処理の効果を調べた。LPCP 材としては、エ

ゾマツの木を使用した。木材は、ペレット状に加工し、

300℃で 6 時間炭化し、その後 750℃で 30 分間炭化し

た。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
図 1 は、大気圧イオン化質量分析計により測定した 40

個の LPCP の水蒸気の吸収特性を示している。 LPCP
が水蒸気を吸収し、水蒸気の濃度が初めの値 40ppb か

ら 5ppb 未満にまで低下した。 
さらに、LPCP を O3中と空気中とで 10 分間真空紫外

処理した。真空紫外処理した LPCP を Fig.2 に示す。表

面積と孔のサイズは真空紫外光を照射している間激しく

変化する。 
これらの結果は、提案した真空紫外処理した LPCPs

が安全な乾燥材として高いポテンシャルを有することを示

唆している。  

 

Fig.1 Water vapor absorption characteristic of 
LPCPs.  Inset: Appearance of LPCPs. 

 

Fig.2 SEM surface images of VUV/03 and VUV/Air 
treated LPCPs. 

 
４．その他・特記事項（Others） 
なし。  

 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
なし。 
 

６．関連特許（Patent） 
なし。 


